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今年の福をもらった「みかんひろい」
三島町スタンプ会主催「三島初市」

　三島初市は 1 月 13 日、役場前で開かれました。会場には初売りの模擬店が設営され、
縁起物の起き上がり小法師、衣料品、食料品などが販売されました。午後には恒例のみか
んまきが行われ、来場者は今年の福を求め、みかんをひろいました。三島保育所の子ども
たちも参加し、みかんを元気に追いかけました。



福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地
として知られるほか、小正月の行事「サイノ
カミ」や、野山の材料で作る「編み組細工」
などの伝統が受け継がれ、「日本で最も美し
い村」連合に加盟しています。

サイノカミ

　桧原地区の伝統行事「鳥追い」は 1 月 14 日夜、例年になく雪の

少ない開催となりました。少子化が進む中で、町では桧原地区だけ

が伝統行事「鳥追い」を受け継いでいます。片山敏幸区長の挨拶に

はじまり、地区の子どもと大人、また、他地区の子どもたち、町外

からの見学者も参加して、総勢 65 名により、盛大に開催できました。

害鳥を追い払う意味を持つ絵を描いた旗を持ち、地区の片山寧々さ

ん（中３）、片山心路さん（中 1）、片山千愛さん（小２）が 85 本

の旗に願いを書きいれました。旗を参加者へ配り「鳥追い言葉」を

歌いながら、上と下の境まで追って行く行事です。鳥追い終了後、

子どもたちにお菓子等が配られ、みんなで伝統行事を楽しみました。

　１月 15 日夜、町内各地区で、国指
定重要無形民俗文化財の小正月行事

「サイノカミ」が行われました。「サイ
ノカミ」には、家内安全、豊作、健康
など、一年の無事を願う厄払いの意味
があります。炎が勢いよく燃え上がれ
ば、「今年は良い年になる」といわれ
ています。住民が力を合わせて「サイ
ノカミ」を作り、思いを込めて火を燃
やす行事は、欠かすことのできない町
の小正月行事として、昔から受け継が
れてきました。「サイノカミ」に集まっ
た人々は、その火で餅やスルメを焼い
て食べて無病息災や、それぞれの幸
せを祈りました。
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害鳥を追い払う意味を持つ絵を描いた旗を手に持ち、集落内を歩きました

国指定重要無形民俗文化財 三島のサイノカミ
「サイノカミ」各地区で実施。
一年の無事願い、力強い炎で厄払い

地区住民の方々が集い、燃え盛る火に一年の無事を願いました
（写真は大登地区）

文・写真　町民記者　佐々木　邦雄さん（桧原）

「三島のサイノカミ」
　国の重要無形民俗文化財（平成 20 年指定）。東北や北陸などに多く残る火祭りの典型例として、古くか
らの文化を色濃く残している。起源は明らかではないが、貞享 2 年（1685 年）と文化 4 年（1807 年）に
会津の民俗について書かれた「風土記」に記録が残っている。「餅や団子を焼いて食べると病気をしない」「炭
を顔に付けると厄払いになる」などの習わしが伝えられ、新年に向けて気持ちを新たにする節目の日である。

「サイノカミ」のほか、「団子さし」「虫送り」「鳥追い」などの民俗行事は、生活工芸や会津桐とともに、「日
本で最も美しい村」連合加盟の登録資源となっている。

町民アンケート結果報告

申告相談

各種お知らせ
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　１月１５日、午前９時より西方巣郷地区において「サイノカミ」の
準備が行われました。今年は、例年になく積雪が少なく開催が危ぶま
れましたが、前日に降り積もった雪があり、近くの山林からご神木を
二礼二拍手一礼を行い、厳かに切り出しました。その後、星幸男さん
や小松順太郎さんの指示を受けながら藁、萱や豆殻などをご神木に手
際よく巻き付けながら「サイノカミ」の準備をすることができました。
夕方、５時３０分には、各家庭から三々五々、老若男女が参集し、サ
イノカミに点火することになりました。今年の恵方の方角は南南東の
ため、方位を想定して点火し、今年１年の無病息災と五穀豊穣を祈願
しました。また、巣郷地区以外の他地区でも赤々と燃え上がる炎が星
空の燦々と輝く夜空に舞い上がっていました。

　福島県重要無形民俗文化財指定の川井地区森田家の初田植えが、１
月１５日に実施され、多くの観光客が見学に訪れました。この日午前
８時、川井地区で唯一初田植えを継承している森田家当主の勝さんが、
下居平の自家水田跡地に姿を現わし、観光客にねぎらいの言葉をかけ
たあと、今年の明けの方に一礼し、持参したモミガラを種まきに模し
雪面に播き、その上に稲藁、豆殻、松枝を一括りにした苗をおごそか
に植え、さらに一礼してから２本目の苗を植え、無事に１２本の苗を植
え終えて豊作を祈願、大切な小正月の予祝行事を終了しました。首都
圏から見学に来られた、歴史、民俗研究者から、とても厳かで風土性
のある行事との絶賛の声をいただきました。森田家ではこのあと団子
さしと道具の年取りなども行われ、また地区では例年通り国指定の民
俗行事サイの神を、浅雪の小正月でしたが実施しました。

　1 月 24 日、大石田地区の第５回新春麻雀大会が行われ
ました。今回も全員大石田地区の人で２４名、６卓で１
回戦１時間の３回戦で行われました。最高齢は８1 歳から
３６歳の年齢幅があり午前９時から午後１時半までの４時
間３０分をチョンボあり、悔しがったり、元気な掛け声、
笑い声ありの楽しい時間を過ごしました。成績は次の通
りです。▶優勝 渡部重記さん▶２位 五十嵐和家さん▶３位 
五十嵐清人さん▶ B/B 飯塚勲さん　
来年（平成２９年）も第６回を行いましょうと約束しお開き
としました。

　桧原地区のサイノカミは１月 15 日、春日神社前で行
われました。前夜に行われたオンべ切りには 10 名の参
加者により実施しました。習字の紙は毎年、海老名俊雄
さんより頂き完成しました。当日、午後 1 時より約 10
ｍの杉の木を切り出し、17 名の参加者により、立派なサ
イノカミが出来上がりました。午後７時より海老名英機
区長代理の挨拶後、厄年の方々により点火され、燃え盛
る火に良い年を願い、オンベに火がついたときには、大
きな歓声が上りました。厄年の方々により、みかんとお
金が撒かれ、又、お神酒が振る舞われ、餅やスルメを焼き、
今年 1 年の無病息災と五穀豊穣を祈りました。桧原地区で行われたサイノカミ

参加者全員で記念写真をとりました

勢いよく天空に向かって燃え上がるサイノカミ
（西方巣郷地区）

　伝統行事サイノカミは 1 月 15 日、町内各地区で
行われ、宮下地区では三島神社境内において行わ
れました。午後 6 時半に点火されました。集まった
住民は、燃え上がる炎に今年 1 年の無病息災を祈
りました。会場内では、甘酒、御神酒などが振る舞
われ、皆和やかに親睦を深め、小正月行事を楽し
んでいました。

宮下地区で行われたサイノカミ

松音寺護持会総会とお日待ちの行事が行われました

町民記者通信
今年 1 年の平穏を願ったサイノカミ（桧原地区）

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）今年も無病息災！宮下地区サイノカミ

文・写真　町民記者　本名与四郎さん（西方）家内安全、健康を願ったサイノカミ

文・写真　町民記者　中　兵一郎さん（大石田）大石田地区　第５回新春麻雀大会

「初田植え」行事を行った森田勝さん

文・写真　町民記者　佐々木邦雄さん（桧原）文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）森田家の初田植え（川井地区）

　１月７日、川井地区で松音寺護持会総会とお日待ちの
行事が行われました。お日待ちは午前１０時から、川井、
大登地区の檀信徒が菩提寺の川井松音寺に集まり、たが
いに新年をことぶいた後、住職より大般若経の輪読と法
話をうけ祈祷札と特大の紅白饅頭の護符をいただきまし
た。その後、同寺で護持会総会が盛大におこなわれ、今
年の寺行事や予算の審議などが了承されました。住職や
役員から２月実施の団子まき、涅槃会の日取りなどのお
知らせを聞いたあと散会しました。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）川井地区の護持会総会とお日待ち
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今年 1 年の無火災・無災害を祈願しました

今年の無火災・無災害を祈願
三島町消防団出初式

　三島町消防団出初式は 1 月 6 日に行われ、消防団本部
幹部・宮下班・各班長、消防署、警察署、保育所の子ど
もたちによる幼年消防クラブ、小学校少年消防クラブ、議
会議員などが参加しました。宮下町内をパレードした後、
三島神社に参拝し無火災を祈願しました。消防団各班では
地区内の消火栓の点検や消防ポンプによる放水などが行
われました。

放水訓練を実施する消防団員

財産を守るために！
間方地区の伊豆神社で文化財防火訓練を実施

　文化財防火訓練は 1 月 24 日、間方地区の伊豆神社で
行われ、三島町消防団、会津坂下消防署三島出張所、三
島駐在所、および浅岐・間方地区住民の方々約 50 人が
訓練に参加しました。伊豆神社から火災が発生したとい
う状況を想定し、通報訓練、放水訓練などが行われまし
た。その後、消火器を使用した初期消火訓練などが行われ、
消火器の使用方法を確認しました。

玉ぐしをささげる諏訪義幸交通安全協会三島分会長

交通安全を祈り玉ぐしをささげる
交通安全合同祈願祭

　交通安全合同祈願祭は 1 月 27 日、三島神社で行われ
ました。諏訪義幸交通安全協会三島分会長、小松けい子
交通安全母の会会長などが玉ぐしをささげました。1 月
末日現在、町内の交通死亡事故ゼロが 2,346 日間継続し
ています。今の季節は雪もあり危険な時期です。交通マ
ナーを守り安全運転を心掛けてください。

黛まどかさんより雛流しに使用する人形の和紙が
矢澤町長へ手渡されました

和紙に願いを込め
黛まどかさんが流し雛の和紙寄贈
　1 月 14 日、町長室において、俳人の黛まどかさんから矢
澤町長へ年中行事「雛流し」の人形に使用する和紙が寄贈
されました。「雛流し」は三島の年中行事のひとつとして、
県指定重要無形民俗文化財に指定されています。「雛流し」
は雛人形を家族の女性の数だけ、和紙や千代紙などで作り、
各家庭で作られた雛人形は 3 月４日まで飾り、４日の午後
に各戸の雛人形を集め、子どもの無事成長を祈願し、只見
川に流す行事です。この貴重な年中行事をいつまでも継承
し続けることが、この贈られた和紙に込められています。

スキー教室で元気に滑る子どもたち

町民スキー教室開催！
町営スキー場は土・日・祝日営業

　町営スキー場では子どもたちがスキーやそり滑りを楽
しんでいます。1月30日に町民スキー教室が行われました。
子ども・大人あわせて 27 名が参加し、三島スキークラブ
の皆さんが指導にあたりました。町営スキー場は誰でも無
料で利用することが出来ます。そりの貸し出しも行ってお
り、小さいお子さんも自由に遊ぶことが出来ます。スキー
場の営業は 3 月 6 日まで、土・日・祝日となります。

ミズノキに団子や飾りをつけました

みんなの願いを込めて
小正月行事「団子さし」
　1 月 14 日、三島保育所で「団子さし」が行われました。
三島老人クラブ女性部の方々が講師となり、子どもたち
は団子の丸め方や団子さしの意味について学び、お遊戯
広場に置かれたミズノキに団子をさしました。団子作り
は保育所の子どもたち全員で行いました。また、当日は
保育所入所前の子どもたちを対象とした「ワンダークラ
ブ」でも団子さしが行われ、保護者と一緒に団子さしを
体験しました。

み し ま の 出 来 事TownNews

2016.2広報みしま 67 広報みしま2016.2



2016.2広報みしま 89 広報みしま2016.2



2016.2広報みしま 1011 広報みしま2016.2



月日 対象地区 時間 場所

2 月 9 日㊋ 滝原 9：00 ～ 11：00 滝原林業集会センター

9 日㊋ 早戸 13：30 ～ 15：30 早戸生活改善センター

10 日㊌ 桑原 9：00 ～ 11：00 桑原集会所

10 日㊌ 間方 13：30 ～ 15：30 間方集会所

12 日㊎ 桧原 9：00 ～ 15：00 桧原多目的集会所

16 日㊋ 小山・高清水 9：00 ～ 11：00 高清水集会所

16 日㊋ 浅岐 13：30 ～ 15：30 浅岐集会所

17 日㊌ 大登 9：00 ～ 15：00 大登生活改善センター

17 日㊌ 名入 13：30 ～ 15：30 名入集会所

18 日㊍ 西方（1 ～ 7 組） 9：00 ～ 15：00 ふるさとセンター

19 日㊎ 西方（8 ～ 14 組） 9：00 ～ 15：00 ふるさとセンター

22 日㊊ 大谷 9：00 ～ 15：00 大谷活性化センター

24 日㊌ 滝谷 9：00 ～ 15：00 滝谷集会所

25 日㊍ 大石田 9：00 ～ 15：00 大石田生活改善センター

28 日㊐ 全地区 9：00 ～ 15：00 町民センター ふれあいの間

3 月 1 日㊋ 川井 9：00 ～ 15：00 川井集会所

2 日㊌
宮下（宮下・上ノ原・米子沢・青方・建堀）

荒屋敷
9：00 ～ 15：00 町民センター ふれあいの間

3 日㊍
宮下（居平・舘・水尻・田中・中田・中乙田・

下乙田）中平
9：00 ～ 15：00 町民センター ふれあいの間

4 日㊎ 所得税白色申告者 9：00 ～ 14：00 町民センター ふれあいの間

※ 2 月 28 日㊐は平日に勤務されている方など地区の相談会に都合の合わない方を対象としま

す。※所得税の確定申告は会津若松市の「アピオスペース」でも行います。税務署の職員が

相談に応じますので、どうぞご利用ください。場所／アピオスペース（会津若松市インター西

90）期間 2 月 8 日㊊～ 3 月 15 日㊋（土・日・祝日を除く）

時間／ 9：00 ～ 16：00　問会津若松税務署☎ 0242（27）4311

◉申告に必要なもの

①印鑑（所得税の確定申告の方は銀

行印、金融機関の口座番号が分かるも

の）、申告書

②収入金額と必要経費が分かるもの

③各種控除を証明できるもの

㊟医療費控除を受ける方は、領収書な

どの金額を「氏名」「医療機関」別に

集計してきてください。（※その場で

計算を行うと時間がかかり、待ち時間

が長くなります）

◉申告が不要な方

①所得税の確定申告をしている方

②公的年金収入だけの方で、

　65歳未満「70万円以下」

　65歳以上「120万円以下」の方

　㊟公的年金とは厚生年金・国民年金・共済年金・

　農業者年金などです。年齢は平成 27年 12月　

31日が基準となります。

③年末調整をした給与以外に収入のない方

◉申告が必要な方

①農業・営業などの事業収入、地代・

家賃などの不動産収入、土地（地上権

等を含みます）・建物を売却したことに

よる譲渡収入などがある方。事前に「収

支内訳書」に記載して、申告相談にお

いでください。

②給与収入のある方でア年末調整を

行っていない方イ年末調整済みの給与

以外からの給与収入が 20万円以上あ

る方ウ勤務先等から役場へ給与支払報

告書の提出のない方エ給与以外の所得

がある方（※申告不要の場合もあります）

③収入が公的年金のみで、各種控除（社

会保険料控除、生命保険料控除など）

を受ける方

④非課税年金（遺族年金・障害年金）

のみ受給している方（※申告していな

い場合「未申告」となり、国保税、後

期高齢者医療保険料などの保険料軽減

が受けられないなど、不利益を被るこ

とがありますので、ご注意ください）

⑤平成 27年中に収入のなかった方

⑥親族の申告（年末調整を含む）の中

で「扶養控除」の対象になっていない

方

㊟生命保険の満期、個人年金、内職など

についても課税対象となる場合がありま

すので忘れずに申告してください。

談相
あなたの税金が社会を支えています

申 告

平成 28 年経済センサス - 活動調査にご協力ください
　経済センサス ‐ 活動調査は、全産業分野の経済活動を同一時点で網羅的に把握する、日本における唯一の調査で、
全国すべての事業所を対象とした重要な統計調査です。調査結果は、国の各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や商
店街の活性化などの地域行政のための基礎資料として利活用されます。また、調査の実施に当たっては、毎年回答いた
だいている、工業統計調査を中止し、経済センサス - 活動調査の対象となる事業者の皆様方の負担軽減を図るとともに、
調査を効率的に実施します。

○記入の際は調査票に同封された「調査票の記入のしかた」などを参考にしてください。なお、専用のコールセンターを
　設けておりますので、不明な点があればお問い合わせください。
○提出は基本的に郵送提出をお願いします。調査票同封の提出用封筒をご利用ください。（役場へ直接提出も可能です）

○調査書の書き方などのお問い合わせ先
　平成 28 年経済センサス - 活動調査コールセンター　☎ 0120（143）150　受付時間（9：00 ～ 20：00）
○その他のお問い合わせ先　役場総務課　　　　　　 ☎（48）5511

自動車の登録・検査の手続きはお早めに
　自動車の登録・検査手続きは、毎年３月に集中し、窓口や車検場が大変混雑します。名義変更や住所変更、廃車、
車検などの手続きは２月中に行うなど、できるだけ早めに済ませていただくようお願いいたします。

問東北運輸局福島運輸支局　登録・検査関係　　福島市吉倉字吉田５４　　☎０５０－５５４０－２０１５

　皆さんの予防消防が被害を防ぎます。屋根からの落雪、雪下ろしもご注意ください。

消防署からのお願い
消火栓の除雪にご協力を

　火災が発生した場合、消火栓が雪に埋まっていたのでは、すぐに消火することができません。

近所の消火栓の周りの除雪にご協力ください。また、速やかに避難できるよう逃げ道を確保し

てください。屋根からの落雪や雪下ろし中の転落など、事故には十分注意して作業してください。

問会津坂下消防署三島出張所　☎（52）3032

募集種目 資　格 受付期間 試験日

予備自衛官補

一　般 18 歳以上 34 歳未満の者
① 4 月 8 日まで

② 9 月 16 日まで

① 4 月 11 日から 19 日
② 9 月 30 日から 10 月 3 日
いづれか 1 日を指定します

技　能
18 歳以上で国家免許資格等を有す
る者

（資格により 53 歳～ 55 歳未満の者）

幹部候補生 一　般

大卒で 26 歳未満の者（見込み含む）
大学院修士課程修了者で 28 歳未満
の者

（見込み含む）

5 月 1 日まで

1 次試験
　5 月 14 日・15 日
2 次試験
　6 月 14 日～ 17 日
3 次試験
　7 月予定

平成 28 年度　自衛官募集案内

※詳しくは下記までお問い合わせください。
問自衛隊 福島地方協力本部 会津若松出張所（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）☎ 0242（27）6724
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み
ん
な
の
公
民
館

Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始

マイナンバー
制度
青木丈　監修
講談社

　婚約者の求めで日本にやってきた米国
人青年。東京、京都、大阪、九州、北海道…。
神秘のニッポンを知る旅を始めた彼を待
ち受ける驚きの出来事と、感涙の結末。

フランス人は
10 着しか
服を持たない
ジェニファー・Ｌ・スコット 著
大和書房

　高級料理を食べて、たくさん買い物を
して、あちこち旅行をしても、心からの
満足を感じられないあなたへ。情熱的に、
お金をかけずに、生活を楽しむ方法。

わが心の
ジェニファー
浅田次郎　著
小学館

　マイナンバーとは何か。導入によって
何が変わるのか。何に使うのか。事業者
はどうすればよいか。制度について解説
した一冊です。

問
三
島
町
公
民
館

☎
（
48
）
５
５
９
９

◎
ダ
ニ
エ
ル
先
生
の
英
会
話

教
室

　

公
民
館
の
英
会
話
教
室
は

１
月
27
日
に
行
わ
れ
、
15
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
英
語
指

導
助
手
の
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ー

カ
ウ
ィ
ッ
ツ
先
生
が
講
師
を

務
め
、
初
め
て
実
施
し
ま
し

た
。
初
回
は
簡
単
な
英
語
で

の
自
己
紹
介
や
、
英
語
を
習

い
た
い
理
由
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ダ
ニ
エ
ル
先
生
が
故
郷

カ
ナ
ダ
の
風
土
や
食
べ
物
な

ど
に
つ
い
て
、
写
真
を
見
せ

な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
当
町
に
も
外
国
人

観
光
客
が
頻
繁
に
訪
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
少
し
で
も

英
語
で
案
内
が
で
き
れ
ば
と

い
う
思
い
で
参
加
し
た
方
も

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
得
意
、
不
得
意
関

係
な
く
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
街
道
交
流
の
復
活
願
い
、

「
海
と
山
の
結
婚
式
」

　

三
島
町
と
西
会
津
町
を
結

ぶ
「
西
方
街
道
」
の
歴
史
や

食
文
化
を
調
査
し
、
ア
ー
ト

作
品
を
作
り
上
げ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
会
は
１
月

30
日
、
西
会
津
国
際
芸
術
村

で
開
か
れ
ま
し
た
。
県
事
業

「
森
の
は
こ
舟
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
で
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
Ｅ
Ａ
Ｔ
＆
Ａ
Ｒ

Ｔ
・
Ｔ
ａ
ｒ
ｏ
さ
ん
を
中
心

に
両
町
や
近
隣
の
若
者
た
ち

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

つ
く
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

古
く
は
日
本
海
と
奥
会
津

地
域
を
つ
な
ぐ
重
要
な
道
で

あ
っ
た
西
方
街
道
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
昨
年
５

月
か
ら
、
歴
史
や
食
文
化
に

詳
し
い
住
民
か
ら
の
聞
き
取

り
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
西
方
地
区
で
は
歴
史
に

詳
し
い
小
柴
七
治
さ
ん
、
麹

屋
の
青
木
孝
子
さ
ん
な
ど
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
「
幻
の
レ
ス
ト

ラ
ン
・
海
と
山
の
結
婚
式
」

と
名
付
け
て
開
催
。
両
町
の

関
係
者
な
ど
約
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
両
町
で
親
し
ま

れ
る
「
え
ご
」
や
、
西
方
地

区
を
中
心
に
食
べ
ら
れ
て
い

る
「
ひ
し
お
漬
け
」、
さ
ら

に
「
こ
づ
ゆ
の
ち
ら
し
寿
司

＆
ひ
つ
ま
ぶ
し
」
な
ど
の
ア

レ
ン
ジ
料
理
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
津
藩
は
、
寛
文
４
年

（
１
６
６
４
年
）、
領
内
の
各
組

に
戸
数
、
人
口
、
牛
馬
数
、
年

貢
高
、
田
畑
面
積
、
作
付
品
種
、

山
川
、
沼
、
漆
、
産
業
な
ど
を

記
録
し
た
『
会
津
風
土
記
』
の

編
さ
ん
を
命
じ
ま
し
た
。
今
回

紹
介
す
る
『
滝
谷
組
風
土
記
』

は
そ
の
う
ち
の
一
冊
で
、
近
隣

の
大
谷
組
、
大
石
組
、
野
尻
組

の
も
の
は
現
在
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
風
土
記
に
は
約

３
５
０
年
前
の
村
勢
が
詳
細
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
津
に
残

存
す
る
寛
文
年
間
の
風
土
記
は

数
冊
し
か
な
く
、
近
世
初
期
の

郷
村
の
実
態
を
知
る
上
で
重
要

な
、と
て
も
貴
重
な
史
料
で
す
。

滝
谷
組
と
い
う
の
は
現
在
の
滝

谷
、桧
原
、西
方
、名
入
（
小
山
・

高
清
水
）、
大
石
田
の
各
地
区

と
旧
西
山
村
（
現
柳
津
町
）
か

ら
成
る
16
ヶ
村
を
い
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
「
並
」
の
あ
と
に

あ
る
金
山
谷
寄
と
い
う
の
は
滝

谷
組
、
大
谷
組
、
大
石
組
、
野

尻
組
の
記
載
内
容
を
集
計
し
た

も
の
で
す
。

　

表
は
そ
の
中
か
ら
現
三
島
町

５
地
区
の
村
勢
の
一
部
を
紹
介

し
た
も
の
で
す
。（　

）
内
は

各
村
の
端
村
で
す
。
名
入
村
に

は
飯
岡
が
あ
り
、
か
つ
て
飯
岡

に
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
竈

か
ま
ど

数
は
今
で
い
う

世
帯
数
で
、
家
数
と
比
較
す
る

と
世
帯
同
居
の
数
が
明
ら
か
に

な
り
ま
す
。
村
高
は
村
の
総
合

的
な
生
産
力
を
数
値
に
し
た
も

の
で
す
。
年
貢
を
両
と
い
う
通

貨
単
位
で
示
し
て
い
る
の
は
、

滝
谷
組
が
山
間
に
あ
り
、
年
貢

　
教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、『
三
島
町
史
』
の
編
さ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
は
近
世
（
江
戸
時
代
）
の
史
料
を
ま
と
め
た
資
料
編
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
月

か
ら
、
収
集
し
た
史
料
の
中
で
貴
重
な
も
の
、
興
味
深
い
も
の
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

を
米
で
納
め
る
代
わ
り
に
貨
幣

で
納
め
て
い
た
か
ら
で
す
。
蝋

代
は
年
貢
と
し
て
納
め
た
蝋
以

外
の
売
上
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か

紙
漉
き
が
こ
の
５
地
区
で
の
当

時
の
大
き
な
産
業
と
い
え
ま

す
。
特
に
西
方
村
や
名
入
村
で

は
盛
ん
に
紙
漉
き
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

な
お
『
滝
谷
組
風
土
記
』
は
、

滝
谷
組
郷
頭
で
あ
る
山
之
内
吉

右
衛
門
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の

で
、
数
年
前
に
滝
谷
地
区
の
目

黒
ト
ミ
エ
さ
ん
宅
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
未
公
開
の
文
献
で
、

紹
介
し
た
ほ
か
に
郷
村
名
の
由

来
、
社
寺
、
古
城
跡
、
峠
、
峡

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記
載
が
あ

り
、
来
年
度
刊
行
の
『
三
島
町

史
』
資
料
編
に
収
録
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

も
し
、
ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
☎
（
52
）
２
１
６
５

寛
文
六
年
滝
谷
組
風
土
記
並
金
山
谷
寄

滝谷村 桧原村 西方村
（沼田含む）

大石田村
（中野含む）

名入村
（小山、高清水、

飯岡含む）

家数 20 16 63 44 28

竈
かまど

数（世帯） 30 23 91 65 38

人数 168 146 426 318 300

男 99 75 190 177 165

女 69 71 236 141 135

馬・牛 10・0 15・0 17・0 12・3 8・0

村高（石） 158 280 578 441 247

年貢（両） 22 46 73 45 34

蝋代（両） 18 40 54 24 50

紙漉き（両） 1 4 30 7 20

『滝谷組風土記』に記載された約 350 年前の村勢

ダニエル先生に習い、和やかに行われた英会話教室

町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 1 回

工夫された料理を味わった発表会
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む
か
し
な
ぁ
、
お
っ
か
ね
ぇ
鬼
ば
ん
ば
が
居
た
だ
ぁ
。
弥
三
郎
か
が
っ
て
言
う
だ
ど
ぉ
。

お
れ
ら
こ
め
ら
ん
ど
ぎ
は
、
な
ん
で
か
ん
で
「
め
げ
ぇ
」
を
「
と
ん
ぼ
」
さ
掛
け
た
。

︙
「
め
げ
ぇ
」
つ
う
の
は
「
豆
通
し
」
つ
う
、
農
具
だ
ヨ
。
せ
～
が
ら
、「
と
ん
ぼ
」
つ
う
の
は

今
で
言
う
「
玄
関
」
だ
が
、
昔
は
玄
関
の
入
り
口
に
「
便
所
」
も
あ
っ
た
だ
ヨ
︙

　

む
が
し
な
ぁ
、
弥
三
郎
か
が
っ
つ
う
鬼
ば
ん
ば
～
い
た
だ
ど
ぉ

ヒ
ュ
ウ
～
～
ッ
つ
う
吹
雪
さ
の
っ
て
村
々
の
家
の
ぞ
っ
こ
ん
で
、
行
ぐ
だ
ど

「
泣
ぐ
こ　

い
ね
ぇ
が
～
～
」

「
き
か
ん
ぼ
う　

い
ね
ぇ
が
～
～
」

「
言
う
事
き
か
ね
ぇ
、
や
づ　

い
ね
ぇ
が
ぁ
～
～
」

　

昔
の
暦
の
師
走
八
日
だ
～
（
十
二
月
八
日　

の
事
）
来
ん
の
わ
な
。

「
腕　

も
ぐ
ぞ
ぉ
～
～　

腕　

と
ん
ぞ
ぉ
～
～
」
っ
て
吹
雪
さ
の
っ
て
来
る
山
姥
だ
っ
け
ど
。

ヒ
ュ
ウ
～
～
ッ　

ヒ
ュ
ウ
～
～
ッ　

ビ
ュ
ウ
～
～
ッ　

つ
う
ど

「
そ
れ　

弥
三
郎
か
か　

来
た
ぞ
っ
。
泣
ぐ
な
っ
泣
ぐ
な
っ
」
っ
て
母
ち
ゃ
ん
言
う
ど

「
と
ん
ぼ
さ　

め
げ
ぇ　

か
げ
だ
が
ら　

さ
す
け
ね
ぇ
。
泣
か
ね
ぇ
で
声
た
で
ん
な
よ
」

ば
あ
ち
ゃ
ん
そ
う
言
っ
て
背
中
な
で
て
く
れ
た
な
。

そ
う
す
っ
と
お
っ
か
ね
ぇ
気
持
ち
、
ち
ぃ
っ
と
無
く
な
っ
て
妹
の
手
に
ぎ
ん
の
。
そ
う
す
っ

と
、
妹
も
に
ぎ
り
か
え
し
て
エ
コ
ッ　

と
笑
う
ん
だ
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん　

な
ん
で　

め
げ
ぇ　

か
げ
ん
の
？
」
っ
た
ら

「
な
ん
で
も
な
ぁ
、
弥
三
郎
か
が
つ
う
の
は
人
間
だ
っ
た
だ
ど
」

弥
三
郎
つ
う
鉄
砲
ぶ
ち
の
母
ち
ゃ
ん
で
な

弥
三
郎
鉄
砲
ぶ
ち
さ
行
っ
て
な
か
な
か
家
さ
も
ど
ん
な
く
て
心
配
ぇ
で
心
配
ぇ
で
吹
雪
ん
中

さ
が
し
さ
出
だ
ど
。
頭
は
ボ
サ
ボ
サ
ん
な
っ
て
手
ぬ
げ
ぇ
も
す
っ
と
ん
ち
ま
っ
て
鬼
ば
ん
ば

の
よ
う
に
な
っ
て
弥
三
郎
さ
行
き
あ
だ
っ
た
だ
ど
。
し
た
ら
弥
三
郎
は
母
ち
ゃ
ん
だ
ど
思
わ

ね
ぇ
で
鬼
ば
ん
ば
だ
ど
思
っ
て
母
ち
ゃ
ん
の
片
腕
き
っ
ち
ま
っ
た
だ
ど
。
ん
じ
ゃ
が
ら

母
ち
ゃ
ん
は
人
間
で
な
く
て　

鬼
ば
ん
ば
に
な
っ
ち
ま
っ
た
だ
ど
。
ん
じ
ゃ
が
ら
な
ぁ
・
・

民
話

第
59
話

弥
三
郎
か
が

元
話　

故　

五
十
嵐　

寅　

雄
さ
ん
（
大
石
田
）

　

床
の
間
の
ほ
め
こ
と
ば

五
十
嵐　

光　

栄
さ
ん
（
滝　

谷
）

と
う
ざ
い
　
と
う
ざ
い
と
　
鳴
り
物
を
と
め
お
き
ま
し
て

そ
そ
う
な
る
奴
が
ま
か
り
出
で
　
ほ
め
る
な
ど
と
は
　
し
ゃ
れ
た
こ
と

こ
れ
も
　
御
客
様
の
ご
愛
嬌
に
　
あ
さ
ぎ
に
　
さ
っ
と
　
ほ
め
ま
し
ょ
う

お
座
敷
は
る
か
と
眺
め
れ
ば
　
唐
南
天
の
床
柱
　
牡
丹
に
唐
獅
子
竹
に
虎

昇
り
竜
に
は
下
が
り
竜
　
島
崎
あ
れ
ば
蓬
菜
山
　
三
方
し
ま
だ
い
へ
飾
ら
れ
て

尾
の
井
松
の
そ
の
上
に
　
丹
頂
の
鶴
が
巣
を
か
け
て
　
雄
蝶
雌
蝶
が
　
羽
交
い
並
べ
て
舞
遊
ぶ

下
に
は
亀
の
甲
羅
干
し
　
こ
れ
を
眺
め
る
爺
と
婆
　
お
前
百
の
世
　
わ
し
ゃ
九
十
九
の
世

共
に
白
髪
の
生
え
る
ま
で
　
こ
ん
な
目
出
度
い
お
座
敷
に
　
集
ま
る
客
こ
そ
果
報
者
と

ほ
　
ほ
　
敬
っ
て
申
〜
す

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ん
じ
ゃ
が
ら
　
鬼
ば
ん
ば
ど
　
戦
わ
ね
ぇ
で
　
お
と
な
し
く
し
て
ん
の
？
」

「
ん
だ
よ
鬼
ば
ん
ば
が
通
り
す
ぎ
る
ま
で
、
キ
ッ
ト
し
て
ん
だ
ぞ
。
弥
三
郎
か
が
は
め
げ
ぇ
の

穴
っ
ぽ
が
千
も
万
も
の
目
玉
に
見
え
で
な
、
お
っ
か
な
が
っ
て
他
村
さ
行
ぐ
だ
ど
」

「
ほ
う
ら
〜
ま
た
来
た
ぞ
！
ほ
う
ら
ば
ち
ゃ
ん
の
ひ
ざ
さ
抱
が
さ
れ
」

「
ば
ぁ
ち
ゃ
〜
〜
ん
」

「
よ
し
よ
し
　
い
い
子
だ
　
い
い
子
だ
、
に
し
ゃ
だ
れ
は
、
良
い
子
だ
な
ぁ
」

　
　
師
走
八
日
の
吹
雪
さ
の
っ
て
　
弥
三
郎
か
が
　
行
っ
ち
ま
っ
た
ぁ
〜

　
　
行
っ
ち
ま
っ
た
ぁ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
っ
と
　
む
か
し
　
終
わ
る
ん
じ
ゃ
　

再
話　
　
　

五
十
嵐　

七　

重
さ
ん
（
西　

方
）

ほ
め
こ
と
ば

㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月との比較、出
生・死亡・転入・転出は前月 1 カ月間に届出のあった人数
です。

町の人口と世帯
1 月 1 日現在

人口 ₁︐₇₆₅ ︲₁ 出生 ₁
男 ₈₅₆ 死亡 ₁
女 ₉₀₉ ︲₁ 転入 ₂

世帯 ₇₈₉ 転出 ₃

▶町県民税（普通徴収）　　     　   随時
▶固定資産税　　　　　　　　　第 4 期
▶国民健康保険税　　　　　　　第 6 期
▶介護保険料（普通徴収）   　　      第 6 期
▶後期高齢者保険料（普通徴収）    第 7 期

忘れずに納付ください。
役場 町民課

2月の納税
納期限 2月29日

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会への寄附
ご遺志によるもの

地域ふれあいサロン

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

【浅岐あったかサロン】
日　時　2 月 9 日㊋　午前１０時から
場　所　浅岐集会所

【サロンないり】
日　時　2 月１7 日㊌　午前１０時から
場　所　名入集会所

町への寄附（ふるさと納税）

診療日記　～閉塞性動脈硬化症～
　    内科　佐　藤　　悠

　歩いていると足が痛む。そう感じることはありません
か？その症状、血管の病気かもしれません。今回は「閉塞
性動脈硬化症」という病気のお話です。動脈硬化は全身の
血管で進みます。脳の動脈硬化は脳卒中、心臓の動脈硬
化は心筋梗塞や狭心症の原因となります。足の動脈硬化が
進むと、足先への血流が不足します。血流が悪いと、足に
冷たい感じ、しびれ、歩行時の痛みなどが出現します。こ
れが「閉塞性動脈硬化症」です。閉塞性動脈硬化症は適
切に治療しないと、5 年以内に 30% が心血管疾患で亡く
なるとも言われています。閉塞性動脈硬化症の診断は痛み
もなく数分で終わります。当院でも年に数人の患者さんが、
新たに閉塞性動脈硬化症と診断されています。閉塞性動脈
硬化症の治療は、生活習慣の是正、薬物治療、カテーテル
治療、手術などを組み合わせて行います。また、脳や心臓
の血管の検査・治療が必要となる場合もあります。足が痛
いのは歳のせい、そう決めつける前にお気軽にご相談くだ
さい。

心配ごと相談
日　時　2 月１8 日㊍　
　　　　午前 9 時 30 分から 11 時 30 分まで
場　所　福寿草

金　子　　　喬　様（宮　下）
杉　本　一　郎　様（桧　原）
若　林　　　茂　様（浅　岐）
小　柴　　　浩　様（名　入）
五十嵐　　　孝　様（大石田）

地域おこし協力隊　　清水夏穂
　１月から協力隊として三島町で生活することになりま
した、清水夏穂です。出身は神奈川県小田原市です。普
段は工芸館で編み組関係の仕事になりますが、町の行事
などにも積極的に参加していきたいと思います。編み組
だけに関わらず、皆さんと色々なお話をしたいので三島
町の文化・伝統に一日も早く慣れていきたいと思います。
雪に関しては初心者ですので、特にアドバイスを頂けた
らと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

㈱ソクラテス  代表取締役  佐藤　保　様（埼玉県さいたま市）

佐　藤　　保　様（埼玉県さいたま市）
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お盆の送り火

会場　交流センター山びこ 【観覧無料】

平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

福島環境記録プロジェクト成果展　　撮影：赤阪友昭

山で生きる
－三島町間方の暮らし－

期間　平成 28年 2月 11日㊍～ 21日㊐まで
（午前 9時～午後 4時まで　休館日：2月 15日㊊）

はま・なか・あいづ文化連携プロジェクト2015
福島写真美術館プロジェクト

Febru
ary  2016
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記
～
不
易
流
行
～
№ 7

　

何
気
な
い
日
常
が
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
事
が
、
豪
雨
災
害
や
震

災
そ
し
て
原
発
事
故
等
の
月
日
が
経
過
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
実
感
し
て
き
ま

す
。
又
、「
平
凡
な
事
を
繰
り
返
す
事
が
、
非
凡
を
生
む
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
退
屈
な
そ
し
て
単
純
な
日
常
生
活
や
仕
事
を
反
復
繰
り
返
す
努

力
が
、
将
来
の
非
凡
さ
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

考
え
方
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
対
象
は
、
町
民
で
あ
り
我
々
町
職
員
で
も
あ
り
ま
す
。
単

純
な
仕
事
や
面
白
味
の
な
い
反
復
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
毎
日
工
夫
し
な
が

ら
様
々
な
関
連
を
考
え
な
が
ら
努
力
を
継
続
す
る
力
こ
そ
大
切
で
あ
り
ま

す
。
工
夫
や
関
連
性
の
課
題
は
、
自
分
自
身
に
対
す
る
「
問
」
で
あ
り
、
も

う
１
人
の
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
の
「
自
分
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
バ

ラ
ン
ス
を
心
に
秘
め
な
が
ら
継
続
す
る
力
こ
そ
、
非
凡
を
獲
得
で
き
る
職
員

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
ス
タ
ン
ス
で
い
る
事
が
、
す
ば
ら
し

い
町
を
創
る
こ
と
の
で
き
る
職
員
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

平
成
28
年
度
は
地
方
創
生
元
年
で
あ
る
と
、
新
聞
等
の
報
道
機
関
各
社
は

様
々
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
て
、
市
町
村
の
取
り
組
み
を
煽
っ
て
い
る
感
が

あ
り
ま
す
が
、我
が
三
島
町
は「
自
分
の
足
下
の
泉
」を
さ
ら
に
掘
り
起
こ
し
、

先
人
達
が
や
り
残
し
た
「
歴
史
」
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
事
が
、
私

の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
三
島
の
「
地
域
創
生
」
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
推
進
力
の
核
と
な
る
の
が
三
島
町
役
場
職
員
で
あ
り
ま
す
。

　

役
場
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
も
「
職
員
」
を
育

て
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

  

桃
太
郎
の
鬼
退
治
の
話
で
は
、
猿
や
犬
や
キ
ジ
を
つ
れ
て
行
き
ま
し
た
。

猿
は
「
知
恵
」
犬
は
「
行
動
力
」
キ
ジ
は
「
空
か
ら
全
体
を
俯
瞰
す
る
」
こ

の
事
が
有
っ
て
無
事
鬼
退
治
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
仕
事
も
同
じ
で
す
。
職

員
も
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
キ
ジ
や
犬
や
猿
に
も
成
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 

今
年
は
、
申
年
で
す
。
日
光
東
照
宮
の
三
猿
の
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、

言
わ
ざ
る
で
な
く
、
先
ほ
ど
の
猿
の
知
恵
で
は
な
い
で
す
け
ど
、
職
員
の
英

知
を
絞
り
出
し
地
域
創
生
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
成
し
遂
げ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
町
長　

矢
澤　

源
成
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